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 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 

男 74 75 49 56 59 54 74 96 98 40 42 

女 90 85 64 74 66 67 81 103 96 53 51 

合計 164 160 113 130 125 121 155 199 194 93 93 

崎山地区まちづくり協議会 事務局 集落支援員 奥野 

五島市役所 崎山出張所内 TEL 0959-73-6389 

崎山地区全体 男 ７１７名 女 ８３０名 計 1,547名（先月比０名） 

崎山地区人口統計表 (令和3年8月31日 現在) 

ぺこっ 

 まち協のインスタグラム 

    ダウンロードしてみませんか？ 

各地区、もちろん崎山地区まちづくり協議会の活動が最新でみれますよ♪ 
まち協 QRコード 

  ハーブ園作り 

    ちゃくちゃくと進んでます！ 

耕運したてのハーブ園 

畝作り中 

赤バジルしっかり活着してます 

 5月頃から鐙瀬昆虫自然公園の手前の畑にハーブ園を作ろうと、少し

ずつ苗植えをしてきました。前回まち協通信に載せたように、ローズマ

リー・レモンバーム・ポリジ・キャットミント植えていたのですが…

ローズマリー以外は活着しませんでした^^;苗植えをした頃は、雨が降

らなかったためでしょうか…7月には、デイル・フェンネル・赤バジル

と植えました。赤バジルはしっかりと活着していました♪デイルは何本

か活着していました♪このように試行錯誤しながら、崎山の皆さんが目

でも、鼻でも、舌でも楽しめるハーブ園を作って行きたいと思います！ 

 もし、ご自宅や畑にハーブを植えている方。種か苗譲っていただけま

せんか？詳しくは、古里代表か崎山出張所の奥野までお願いします。 
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カボチャの収穫できました♪ 

 「高齢者と子ども達の絆事業」の一環として、モヤゴッ畑を始めたのですが・・・なかなか

イベントができません( ;∀;)5月に高齢者と子ども達で苗植えをしようとしていましたが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。8月には、鐙瀬昆虫自然公園で昆虫調

査を計画していましたが、またまた中止。それでもいつか皆でできる日が来るかも、とカボ

チャは育てていました。児童クラブの子ども達も時々、カボチャの成長観察に立ち寄ってく

れていました。 

 昆虫調査が中止になったことを伝えると、児童クラブの予定をカボチャの観察に変更し

ていただきました。ならば、カボチャの収穫をしてもらおう！と8月27日残暑厳しいなか、

子ども達に収穫をお願いしました。一緒にはできなかったので後日カボチャを受け取りに

行ったら、コンテナ３個分収穫してました！！！いろんな種類のカボチャが実ってました

よ！(ロロン・そうめん・バターナッツ・ごっちゃん・鹿ケ谷) 

 カボチャは、10月のハロウィンカボチャランタン作りに使いたいと思っています。どんなラ

ンタンができるか、今から楽しみですね(*’ω’*)♪♪♪ 

                                         (※写真は崎山児童クラブさんからお借りしました) 

 モヤゴッ畑で取れた「スイカ」「ウリ」も崎山児童クラブの

子ども達に食べてもらいました♪鐙瀬昆虫自然公園で昆

虫調査した際に皆で食べようと思っていたのですが、イベ

ントが中止になったので子ども達だけでいただきました。 
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       ～五島ジオパーク構想とは～ 

 ジオパークとは、「地球・大地(ジオ：Geo)」と「公園(パー
ク：Park)」を組み合わせて「大地の公園」という意味です。ジ
オパークでは、見どころとなる場所を「ジオサイト」に指定し、
多くの人が将来にわたって地域の魅力を知り、利用できるよう保
護を行います。その上で、ジオサイトを教育やジオツアーなどの
持続可能な方法で経済活動に活かし、地域を元気にする活動や、
そこに住む人たちに地域の素晴らしさを知ってもらう活動を行う
取り組みです。 

鐙瀬共同井戸 中野の川 ヤムラの川 

  ～崎山地区の民話 【くされ水(みん)川】 ～ 

 昔のこと、長手町山中の浜本さんの畑に、長手出身で僧の修行に行っていた弥三七とい
う人が、長手に帰り小さな寺を立てて住むようなった。 

 弥三七和尚は毎日夕方になると、寺の下を流れる川までおりて水を汲むのが日課の一つ
である。 

 ある年日照りの続いた夏のこと、いつものように水汲みに下の川まで下がってみると、昨
日までサラサラと流れていた水も涸れてチョロチョロ流れに変わっていた。考えたあげく、付
近の石ころや土で水の溜まり場を作り、水の溜まるのを待って汲もうとしたところ、こしらえ
たばかりの土と石ころの淵が崩れ落ち、水がにごり水を汲めない。 

 怒った和尚は、「エイ、こん、くされみん」と言うが早いか、手に持っていた水桶を水溜り場
にたたきつけて寺に帰った。 

 それ以後、この寺の横を流れる川のことを「くされみん川」と呼ぶようになった。 

☆古老の話では、この川でテングサ・オゴノリを洗っていたそうで、昭和初期までみられたら        

しい。                                        崎山の知恵袋より 

ヤムラの川は飲料水として活用されたと言われています。約30年前まで

は、「末期の水」として飲むと成仏する。と言われていたそうですよ！ 


